
 

 

 

 

 

 

 

第 1969 回例会  

平成 30 年 9 月 10 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所４F  

新入会員卓話 奥 喜全 君 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング   「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 42 名   出席者数 20 名 

  出席率 50.00 ％  前回修正出席率 64.29 ％ 

 

４．会長スピーチ       会長 山畑 弥生 君 

皆さん、こんにちは！台風の

被害は、なかったですか？10 年

前に中野上の海南市役所野上支

所の前に「子供の安全を守ろう」

と云う標語の看板を当クラブが

設置しておりましたが、先日の

台風21号で看板の片面が飛ばさ

れ、修復不可能で廃棄処分にし

たいと連絡がございましたので同意致しました。事後

報告になりましたが、ご了承お願い致します。その二

日後には、北海道胆振（いぶり）地方を震源とする地

震で、沢山の方が被災されています。心からお見舞い

申し上げますと共に和歌山も南海トラフ地震が起き

る確率が高いと云われていますから、日頃から確り防

災知識を頭に入れておかねばならないと思います。 

それから 9月は、基本的教育と識字率向上月間とロ

ータリーの友月間です。識字とは、日常生活で用いら

れる簡単な短い文章を理解して読み書き出来る 15 才

以上の成人と云うことですが、識字率が低い国は、ア

フリカやアジアでは、アフガニスタンです。 

貧困で学齢期に教育が受けられない、低賃金で先生

のなり手が無い、学校自体がない、女子は、幼児婚で

学校に通う必要がない等、貧困の連鎖に陥って、中々

識字率が上がらず、いまだに 7憶 5千万人もの成人が

読み書きが出来ないそうです。（最も高い国は、識字

率 100％のリヒテンシュタイン公国（ヨーロッパの小

さな国）日本は、以外にも 99％の 28 位） 

 

 

さて、本日は、去る 9/1 日のクラブ会長会議でガバ

ナーノミニー選出方法について樫畑ガバナーから説

明がございましたのでご報

告致します。先ず、選出方

法の経緯ですが、慣例とし

て長年歴代パストガバナー

全員が指名委員となり、ガ

バナーノミニーを探し出し

て来ましたが、米田年度の地区大会において、ガバナ

ーが各年度のガバナーノミニー指名委員会を組織し、

その委員会の選出をガバナーが行うと云う仕組みが

作り上げられていました。この指名委員会は、中立、

公正さを欠き、選考過程において不透明で不適格なガ

バナーが誕生し、地区を混乱させる原因となりました。 

この苦い経験を踏まえ、ここ数年は、地区大会の選

挙人会議において選出方法について審議され郵便投

票が選択されてきたのですが、本年度の地区戦略計画

委員会では、地区が正常化された、この段階で選出方

法を検討した結果、ガバナーノミニーの候補者探しが

難しい現状において、指名委員が人格に優れた信頼で

きる方で構成されるならば、その指名委員に権限をも

ってガバナーノミニーを選考して貰った方が、より適

格を有するガバナーノミニーを選出できると考え 3

～5名の指名委員を、地区大会の選挙人会議で、その

都度選出し、任期は 3年とすべきであると云う説明が

なされました。 

出席した各クラブ会長からは、異論を唱える方は、

ございませんでしたので、この方法でノミニーの選出

が行われると思われます。当クラブの会長ノミニー選

出においても、長年現会長が会長ノミニーを選出する

ことになっています。立候補して頂ける方がいらっし

ゃれば幸いなのですが、中々お受け頂けず年々困難を

強いられています。今後、当クラブも選出方法につい

て検討する必要があるかと思います。 

では、後程、奥さんイニシエーションスピーチを宜

しくお願い致します。 

 

５．幹事報告                 幹事 中村 俊之 君 

○例会臨時変更のお知らせ 
和歌山 RC   9 月 25 日（火）→9月 25 日（火） 

18：30～ ダイワロイネットホテル 

 お月見例会 
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○休会のお知らせ 

和歌山城南 RC 9 月 20 日（木） 
 
６．新入会員卓話           奥 喜全 君 

みなさんこんにちは。この

度、海南東ロータリークラブ

に入会させていただき、心よ

りうれしく、また光栄に思っ

ております。ご推薦いただき

ました倉橋先生、魚谷先生、

入会をお許しいただきまし

た山畑会長はじめ、会員の皆

様方にはこの場を借りまし

て心より御礼申し上げます。 

何を話しさせていただくか。30 分のフリートーク、

学会や講演会で決まったテーマで話をするという機

会は何度か頂戴したことがありますが、スライドなし

でのフリートークとなるといささか経験がございま

せん。聞き苦しい点あればご容赦ください。 

まずは私という人間が、どのような人間なのかとい

うことはこれからのお付き合いの中で知っていただ

くことではあるかとは思いますが、知っていただくき

っかけになるための自己紹介の時間とさせてくださ

い。皆様から入会のお言葉を頂戴すると、大先輩の

方々からはやはり父と思い出、お話をいただくことが

多くあります。それでは、まず我々奥家とこの海南に

ついての歴史から話をさせていただきます。 

奥家はもともと桃山町で代々医業に携わっている

家でありました。私の祖父正行が大正時代に海南に奥

医院を設立したのがきっかけです。場所は海南市黒江

８４５、今は名手酒造、黒牛茶屋の駐車場になってい

る場所、倉橋クリニックのすぐ向かいの場所です。な

ので、私の本籍地は今も黒江 845 であります。 

祖父は戦時中、昭和 19 年、三歳の私の父を遺して

病死、奥医院は閉院。祖母や父たちは自宅を残したま

ま大阪に転居したそうです。父が和歌山県立医大に進

学したのを機にまた黒江での生活が始まったそうで

すが、聞いた話によると、父が大学生のころに黒江の

自宅は全焼してしまったそうで、それを機に祖母と父

は鳥居に居をうつしたそうです。その後父は昭和 56

年に現在の地に奥外科胃腸科を開院。3年前に私への

継承を機に現在のおくクリニックへと変遷しました。 

ひょっとした

ら、黒江の旧自

宅の火災がなけ

れば、おくクリ

ニックもくらは

しクリニックも

現在の場所にはなかったかもしれません。運命はほん

とに不思議なものだとおもいます。 

私の自己紹介、内海小学校入学、少年時代は野球が

好きな少年でした。最初の好きなチームは阪神タイガ

ースでした。小学校 2年生の夏、通知表の結果がよか

ったご褒美ということで、阪神甲子園球場での阪神巨

人戦を観戦することができました。その時の先発は阪

神が工藤、巨人が西本。阪神は、助っ人はイタリア人

のラム、佐野の同点本塁打で３－３の引き分けの試合

でした。その試合の観戦後、私は野球への情熱をおさ

えきれず、父母に懇願して内海小学校の少年野球チー

ムに入門しました。入門してから一つの変化がありま

した。入門した少年野球のチームメートのお気に入り

はなんと関西では珍しく、全員ジャイアンツでした。

アイドルは原辰徳と中畑清でした。そんなチームの中、

私は一人タイガースがすきだということができず、好

きな球団はどこ？ときかれると“ジャイアンツ”とこ

たえるようになってしまいました。なんとも自己主張

のできないなさけない男だ。いまさらながらそう思い

ます。そして今、私の息子にはそのような自己主張の

できない男にはなってほしくないと強く思う次第で

あります。三年生からサード、ショートなど内野手と

してレギュラーとなり、途中から

ピッチャーとなりました。当時ピ

ッチャーとしてはなかなかいけ

ていたようで、ここは自慢ですが、

ストレートの球威とコントロー

ルがよく、海南市では同学年相手

にほとんどうたれた記憶はありません。市の大会は年

春と秋の 2回あるのですが、小学校 4年のときには春

と秋の両方とも優勝するという実績もあります。 

しかし、私はそのころから医者にならなくてはなら

ないという使命というか、そういうものをしょってい

たようです。医者になるためにはいい学校（要は智弁）

に行かなくてはならない、行くためには塾（能開）で

いっぱい勉強しなければならなかったわけです。5年

生に進級する、ある日、父にいわれました。お前はた

くさん勉強しなければならない、だからもう野球を続

けることはできないと。涙があふれんばかりにこぼれ

ました。大好きな野球との別れ。しかし、幼いながら

私はわかっていたのでしょう。父の提言にうなづき、

野球をやけることを受け入れました。 

それから 33 年。ふたたび野球のユニフォームに袖

を通す機会をいただくことができました。たかだか小

学校の中学年にとった杵柄ですので、しれたものです

が、少年の時の気持ちを思い出して野球をみなさまと

楽しむことができればうれしいとおもっております。 

大好きな野球を我慢し、勉強をがんばったおかげで

智弁学園和歌山・中学校・高校に入学、進級しました。

中学高校時代はほぼ勉強の日々。大学を出るときは、

東京での就職も考えましたが、将来、ゆくゆくは父の

跡を継いで海南で診療することになるのであろうと

思っておりましたので、帰郷し、和歌山県立医大消化

器外科に入局させていた

だきました。私は消化器

外科を専門とすることを

選んだのですが、これは

父が消化器外科出身であ

ったから、家業が消化器

科もしくは外科であった

からそれに倣わなければならないというわけではあ

りませんでした。何を専門と選択するかはあくまで私



の自由でありましたが、なぜか、消化器とりわけ胃腸

という臓器に親しみを覚え、また、手術で治すという

外科診療の醍醐味にひかれ、消化器外科をせんたくい

たしました。不思議なもので、父と同じ道をえらんだ

わけです。 

入局してからは、消化器外科診療に従事しておりま

した。具体的には、胃・大腸など消化管のがん、であ

ります。私の大学の医局では食道がん・胃がんのグル

ープ・大腸がんのグループ・肝臓・胆のう・膵臓のグ

ループといったように臓器別に専門家されていまし

た。私はそこで大腸がんに特化した下部消化管グルー

プに所属しておりましたので、とりわけ大腸がんの診

断・治療・研究に多く携わっておりました。 

ここにおられる皆様方のほとんどは個人事業主の

方々であり、ご自身で事業を

立ち上げた方、ご尊父から継

承された方が多くいらっし

ゃいます。私もその方々と同

じように父の事業を継承い

たしました。少し調べました

ところ、小規模法人もしくは

個人事業の事業継承はその 9 割が親族内継承であり、

また、親族内継承の 9 割が実子への継承のようです。 

 今は親がよほど子供を強制しない限りは、自由な職

業につくことができます。しかし、現実を見渡してみ

ると、具体的な職業は別として、親の職業気質がかな

り子供に影響しているように感じます。たとえば、自

営業の家に生まれた子供は、親と同じ職ではなくても 

自分個人がビジネスを展開する仕事をしていること

が多いですし、会社員の家庭に生まれると、子供も結

局会社員になって安定収入を求めたりします。職種で

も親が営業だった場合は子供も営業職になったり、事

業家の子は事業家を目指すことが多いですし、考え方

のスケールが大きかったりします。 

これは遺伝子的なもの、DNA 的なものもありますが、

潜在意識下の発想そのものが親の生き方の影響を無

意識に受けていることがポイントのように感じます。

会社員の子として育つと、仕事＝サラリーマンという

認識で、仕事＝自分の安定収入という意識が植え付け

られるでしょう。事業家の子供は、どうすれば効率良

くお金を稼げるか、どうすれば良いものをお客さんに

お届けできるかという発想を当たり前に持つように

なりますし、医者の子供は親の医院を継ぐ、継がない

かは別として、医者になるのが前提で学校選びをする

ことが多いでしょう。 

あの坂本龍馬も身分は武士でしたが、親は商売を営

んでいたからこそ、狭い武士の枠にと

らわれず、日本初の会社「亀山社中（後

の海援隊）を設立したともいえます。

良くも悪くも親の影響による発想の仕

方はけっこう根深いものです。 

会社員や職人の子が事業家を目指しても考え方や

発想が違うので難しかったり、経理的な数字や確実な

ものを追う職業の親の下で育ち、芸術家を目指そうと

しても自由奔放で独創的な発想に対して、無意識ブレ

ーキをかけてしまうかもしれません。“井の中の蛙”

といえばそうかもしれませんが、では、そうなりたく

ない場合、どうしたらこの呪縛をはずせば良いか。そ

れは、なりたい職業の人と親密になって、発想の仕方

の影響を受けることですね。学ぶとか勉強するのでは

なく、「影響を受ける」ということがミソです。昔で

言えば、付き人、弟子入りなどですが、そこまででき

ない場合は自分がなりたい職業に関する情報をあび

るようにインプットするということも１つです。 

特にお薦め方法は、なりたい職業で成功している方

同士の会話を聴くこと。マンガ家になりたければ、マ

ンガ家同士の会話などを聴くと良いわけです。その会

話から出る言葉の節々から、アイディアの出し方、技

術の習得方法からネタの煮詰め方、ライフスタイルな

ど自然に影響を受けますし、事業家になりたければ、

事業家同士の会話を聴いていると、考えていること。

内容、発想、行動、言葉、お金の使い方などがサラリ

ーマンといかに違うかがわかります。そこで良い意味

で自分に洗脳をかけるわけですね。 

出逢いは人を変えるといいますが、これも形を変え

た人生の変え方かもしれません。他人の影響で、自分

の人生が変わるということですから『矢印を外に向け

る』。 

 

７．閉会点鐘 

 

次回例会 

9 月 17 日（月）、9月 24 日（月） 祝日休会 

10 月 1 日（月） 第 1970 回 夜間例会 

18:30～ 出席率 80％目指そうフォーラム例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリアンは、人びとの笑顔を取り
戻すために、多くの手術を実施してき
ました 
 

2012 年、リカルド・ロマンさんがデパートで買い

物をしていたとき、20 代前半らしき女性が近づいて

きました。「見覚えはない」とロマンさんは感じたそ

うですが、それもそのはず。その女性と以前に会っ

たのは 10 年以上も前。そして何よりも、彼女の笑顔

に劇的な変化があったからです。 

レニャーカ・ロータリークラブ（チリ）の会員で



あるロマンさんは、口唇口蓋裂やほかの先天性欠損

症がある子どもを支援するプログラムで全国コーデ

ィネーターを担っています。この女性は、支援を受

けた子どもの一人でした。 

「これが私のロータリアンスマイル」と彼女は言

ったのです。 

そう振り返る、ロマンさんの声は震えていました。

このプロジェクトは 1993 年、サンフランシスコのロ

ータリアンが、チリで再建手術を行う医療団を派遣

したことから始まりました。これこそ現在、26 カ国

にチームを派遣するまでに発展したプログラム、ロ

ータープラスト（Rotaplast）の始まりです。 

2004 年からチリのロータリアンがプログラムを主

導するようになって以来、数年間で同国の多くの医

師が参加するようになり、癌患者の乳房再建を行え

るほどプログラムは拡大しました。 

「スペイン語を話す人と英語を話す人が一緒に活動

して結果を出していることがロータリーの素晴らし

さ」と、米国オハイオ州の整形外科医、ジェームズ・

リーマン（フェアローン・ロータリークラブ会員）

は話します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年 2 月、リーマンさんは、米国の形成外科医、

麻酔科医、看護婦のチームと共に、チリ北部の国境

から約 130km 南の港町イクイケを訪れました。チー

ムの食費・宿泊施設の支払い、国内交通費は、近く

の鉱物産業からの資金援助や地元会員が賄いました。

飛行機代は医師たちが自己負担したほか、オハイオ

州の非営利団体がスタッフ渡航費を負担しました。 

チリでは年に約 600 人の口唇口蓋裂の子どもが生ま

れています。政府が 8 つの治療センターを設立して

も、その順番待ちリストは長く、何年も待たなくて

はなりません。 

そのため、チームが活動する病院では、土曜の朝

早くから 250 人を超える患者の行列ができました。

チリ全国から患者が集り、中には 2000km 以上も旅し

てきた家族もいました。手術室は 4 つあり、それぞ

れ口唇口蓋裂、耳の再建、乳房再建、その他の用途

に使用します。チームは多忙です。患者のニーズと

複雑さに基づいて決定が行われ、今回の滞在中に患

者 82 名に手術をしました。多くの患者は完全な再建

に複数回の手術を要し、中には完了まで数年間、毎

年手術を受けなければならない人もいます。 

最後の手術が終わっても、患者とロータリーとの

関係は続きます。 

冒頭で元患者と再会したロマンさんは、その後、

その女性をロータリー行事に招待しました。300 人の

会員を前に、彼女は自分の人生を変えた手術につい

て講演。彼女の輝くロータリアンスマイルに、多く

が涙を流しました。 

 

 

 

小椋 孝一 君  先週の台風の爪痕がひどい。（電

信柱等）紀美野町は 10 日程ライ

フラインが使用できない。今も

水道が出ない地域もあります。

瓦は産業廃棄物であるが、緊急

性を要する場合は一般で処理で

きる。各市町村に報告を。 

魚谷 幸司 君  ８○会のゴルフ後の食事会に参

加。奥さん、本日、会員卓話宜

しくお願い致します。 

深谷 政男 君  奥さん、会員卓話お願いします。 

 

 

 

 

日本のロータリークラブ会員のための雑誌です 

 
雑誌「ロータリーの友」を購読することは、ロータリア

ンの義務の一つです。 
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